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八
新
刊
紹
介
〉

『
昨
日
蘭
文
化
交
流
資
料
集
』
全
二
冊

(
財
)

ハ

蘭
山
一
千
余

川

こ
の
書
は
、
日
劇
学
会
学
術
叢
書
第
二
と
し
て
、
第
一
『
和
胡
風
説
章
一一日集

成
』
上
・
下
迭
に
つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
に
日
本
に
舶
載

さ
れ
た
作
川
と
書
絡
を
と
お
し
て
、
目
前
文
化
交
流
の
あ
と
を
保
ろ
う
と
す

る
資
料
集
で
、
つ
ぎ
の
二
盗
か
ら
成
る
。

{う

畑
山
川
ム
ロ

川
前
洋
馬
の
輸
入
と
増
殖

ト

L
4四
円

む
生
成
一
若

当
時
学
会
理
事
長
で
あ
っ
た
岩
生
時
土
が
、
多
年
収
集
さ
れ
た
内
外
の
諮

問
料
を
駆
使
し
て
平
明
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
力
篇
。

ベ
ル
シ

ャ
や
ア
ラ
ビ
ア

点
の
良
川
の
輸
入
は、

従
来
は
江
戸
時
代
中
期
、

徳
川
吉
宗
の
事
蹟
が
世

に
知
ら
れ
て
き
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
本
書
は
古
く
天
正
少
年
近
欧
使

節
の
川
国
時
か
ら
始
め
、
江
戸
時
代
各
期
に
つ
き
詳
述
し
、
幕
末
期
の
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
社
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
馬
贈
呈
に
も
及
ん
で
い
る
。
口
絵
に
今
村
源

有
衛
門
の
前
文
作
山
注
文
書
や
馬
相
関
な
ど
、
付
録
資
料
に
今
村
市
兵
衛
編

「
四
説
伯
楽
必
携
」
を
収
録
。

( ) 

江
戸
幕
府
旧
蔵
蘭
書
総
合
目
録

緒
方
富
雄
監
修

江
戸
時
代
に
伴
書
、
と
く
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
籍
を
最
も
多
く
蔵
し
た
の

は
、
江

μ幕
府
の
諸
機
関
、
こ
と
に
蕃
書
調
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
蘭

新
刊
部
介

学
に
州
…
心
で
あ

っ
た
諸
樺
や、

蘭
学
部
、
蘭
学
者
な
ど
に
所
誠
さ
れ
た
も
の

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
蘭
書
の
現
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
日
蘭
学

会
で
は
附
和

K
子
大
学
教
授
池
田
哲
郎
氏
を
中
心
に
、
「
日
本
国
現
在
蘭
書

H
鉱
」
を
柿
本
の
形
と
し
て
一

応
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
つ
づ
き
、
書
名
、
題

名
の
れ
川
町
な
し
の

ソ
ル
タ
イ
ト
ル
を
載
せ
た
目
録
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な

り
、
今
川
、
そ
の
第

一
部
と
し
て
江
戸
幕
府
川
誠
蘭
書
に
つ
い
て
ま
と
め
た

の
が
こ
の
『
総
合
日
銀
』
で
あ
る
。

現
在
の
所
蔵
先
は
、
国
立
国
会
問
書

館
、
静
川
県
a

リ
山
中
央
問
書
館
佐
蕊
〈
文
庫
、
東
京
外
国
語
大
学
を
主
と
し
、
東

点
国
立
川
物
川
、
東
京
大
学
東
京
天
文
台
、
隆
応
義
的
中
一
大
学
、
一

橋
大
学
等

に
及
び
、
約
一
五

O
Oタ
イ
ト
ル
、
四
千
川
を
収
録
し
て
い
る
。
印
記
・
貼

紙
や
所
鋭
機
関
の
孜
録
番
号
も
詳
記
し
て
あ
り
、
研
究
者
の
利
用
に
至
便
で

あ
る
(
昭
和
五
十
五
年
刊
)
。

な
お
け
り
を
通
じ
武
田
万
肌
子
・
長
尾
政
憲

・
柳
沢
か
ほ
る

・
長
谷
川
律

子、

け
に
向
井
見
、
け
に
は
樋
什
秀
雌

(
東
京
国
立
博
物
館
凶
書
室
長
)

平
沢
一一い
子
ら
十
小
学
の
史
学
利
・
大
学
院
日
本
史
学
な
ど
の
出
身
者
が
協
力
し

て
い
る
。

-
噌
』

F

」

江
戸
幕
府
郡
代
代
官
史
料
集

日
本
史
料
述
書
札

礼
.い
棋
府
の
郡
代
・
代
行
は
、
政
治
機
構
一
般
が
救
備
さ
れ
る
と
統
一
的

大
領
の
行
政
機
関
で
あ
る
助
定
所
の
も
と
で
、
直
岐
に
天
領
行
政
の
全
般
に

七
五
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法
政
史
学

第
三
十
四
号

わ
た
る
支
配
を
担
当
し
、
幕
府
と
農
民
の
接
点
に
位
置
し
て
き
わ
め
て
重
要

な
役
割
を
仰
木
し
て
い
た
。
し
か
し
、
幕
府
の
支
配
機
構
の
な
か
で
は
中
・
下

級
の
地
方
官
と
い
う
位
置
に
あ
っ
た
が
、
幕
府
の
軍
事
的
・
財
政
的
某
盤
が

彼
ら
の
地
域
支
配
の
采
配
に
よ
っ
て
大
き
く
作
用
す
る
の
は
自
明
の
理
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
郡
代
・
代
官
研
究
に
お
い
て
は
各
天
領
の

地
域
的
特
性
や
天
領
聞
の
連
関
性
の
解
明
が
何
よ
り
も
重
要
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
幕
藩
制
支
配
の
構
造
的
特
質
を
究
明
す
る
場
合
に
も
、
幕
府
の

直
接
的
基
盤
で
あ
る
天
領
の
行
政
構
造
の
解
明
が
よ
り
一
肘
深
化
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江

μ幕
府
の
郡
代
・
代
官
に
関
す
る
研
究
は
、
重
一
要
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
必
ず
し
も
他
の
研
究
分
野
に
比
べ
て
豊
富
な
蓄

積
を
有
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
全
国
各
地
に
散
在

す
る
天
領
の
存
在
意
義
や
郡
代
・
代
官
の
地
方
行
政
の
実
態
は
な
お
多
く
の

未
知
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
大
領
が
全
国
共
通
の
地

域
的
基
盤
に
設
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
地
域
性
に
立
脚
し

た
領
内
経
営
が
郡
代
・
代
官
に
は
要
求
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
郡
代
・
代
官
研
究
の
進
化
の
た
め
に
は
、
幕
府
法
令
や
農
政
書
・
地
方

書
の
検
討
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
地
域
に
均
も
れ
て

い
る
地
方
史
料
の
発
侃
・
活
用
が
是
非
と
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

本
書
は
そ
う
し
た
観
点
に
た
っ
て
、
未
知
の
問
題
を
解
明
す
る
手
掛
り
と

し
て
、
校
訂
者
が
郡
代
・
代
宵
研
究
上
必
要
な
基
本
史
料
を
厳
選
し
て
収
録

し
た
も
の
で
あ
り
、
研
究
の
進
化
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
史
料
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
所
収
史
料
は
八
点
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し

よ〉フ。

七
六

一
「
郡
代
・
代
官
・
手
代
起
請
文
」
は
美
濃
国
・
西
国
筋
・
飛
騨
国
の
各

都
代
と
代
官
・
手
代
な
ど
が
公
職
に
就
任
す
る
に
際
し
て
、
精
勤
を
尽
し
、

注
背
し
た
場
合
に
は
神
仏
の
罰
を
う
け
る
こ
と
を
誓
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
形
式
は
前
書
と
罰
文
(
神
文
)
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
向
を
知
る

う
え
で
便
利
で
あ
る
。
二
「
勤
要
集
」
は
幕
府
代
官
所
の
属
僚
が
勤
務
上
に

お
い
て
必
要
な
基
本
的
事
項
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
属
僚
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
三
「
出
羽
国
尾
花
沢
代
官
所
・
御
代

官
同
秘
」
は
、
代
官
の
勤
務
に
つ
い
て
月
別
に
書
留
め
た
も
の
と
、
地
方
書

的
な
性
絡
を
も
っ
た
も
の
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
代
官

所
に
お
け
る
代
宵
と
属
僚
の
手
控
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
四
「
磐
城

国
地
代
官
所
・
雑
当
用
控
記
」
は
属
僚
が
崎
代
官
所
の
年
中
行
事
を
手
控
え

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
問
係
の
定
め
や
書
式
、
ま
た
地
方
の
説

明
が
記
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
五
「
石
見
国
大
森
代
官
所
・
年
中
行
事
」

は
一
年
間
の
一
恒
例
の
鉱
山
お
よ
び
地
方
支
配
の
業
務
が
各
月
ご
と
に
記
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
府
行
事
と
の
不
可
分
な
関
係
や
役
人
の
勤

務
を
知
る
の
に
有
益
で
あ
る
。
六
「
此
後
同
水
原
代
官
所
・
御
定
法
書
」
は

天
保
七
年
の
水
原
代
官
所
に
お
け
る
代
官
・
役
人
・
勘
定
・
普
請
役
の
体
泊

・
通
行
、
在
陣
中
併
上
、
挨
拶
、
与
荷
の
諸
掛
り
、
さ
ら
に
郡
中
惣
代
・
圧

民
お
よ
び
惣
代
な
ど
の
郡
中
用
、
ま
た
は
郡
中
金
取
立
な
ど
農
民
に
対
す
る

白
羽
一
や
規
則
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
「
忠
後
同
日
田
郡
代
役
所
・
申
送

書
」
は
陛
応
四
年
四
月
、
郡
代
役
所
付
の
役
人
か
ら
、
明
治
政
府
の
命
に
よ

っ
て
川
天
領
の
政
務
を
削
っ
た
忠
後
国
森
・
岡
両
藩
の
代
表
者
を
通
じ
て
、

申
送
諸
事
項
を
日
岡
県
へ
引
き
継
い
だ
時
の
も
の
で
あ
る
。
八
「
県
令
譜
」

は
究
保
元
年
か
ら
天
保
九
年
ま
で
に
就
任
し
た
江
一
ド
幕
府
の
郡
代
・
代
官
の
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任
免
・
相
続
・
布
衣
・
役
高
・
支
配
高
・
升
進
・
没
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
八
つ
の
史
料
は
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
郡
代
・
代
官
研
究
上
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
内
宗
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
巻
頭
に
は
史
料
の
簡
明

な
解
説
、
巻
末
に
は
全
国
に
わ
た
る
郡
代
・
代
官
所
の
配
置
図
(
天
保
一

O

年
・
文
久
三
年
)
が
附
さ
れ
て
い
て
利
用
者
の
便
宜
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

校
訂
者
は
す
で
に
江
戸
幕
府
の
郡
代
・
代
官
に
関
す
る
数
多
く
の
業
績
を

残
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
推
進
者
と
し
て
史
料
の
刊
行
化
に
も
尽
力
さ
れ
て
い

る
。
杭
選
さ
れ
た
小
、
料
か
ら
成
る
本
書
が
個
別
の
郡
代
・
代
官
研
究
の
進
川
町

新
刊
船
介

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
江

μ

幕
府
の
地
方
行
政
の
あ
り
か
た
を
理
解
す
る
う
え
か
ら
も
、
さ
ら
に
残
さ
れ

た
問
題
解
決
の
糸
口
を
模
索
す
る
う
え
か
ら
も
、
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
本
書
を
上
梓
し
た
意
義
は
き
わ
め

て
大
き
い
。
郡
代
・
代
官
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
研
究
を

志
そ
う
と
す
る
方
が
た
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

(
筆
者
・
根
崎
光
男
)

四
七
四
一
良
〕

〔
近
藤
出
版
社

四
六
版

四
五

O
O円

七
七

Hosei University Repository


